
持続可能な開発に向けた政治的コミットメントを再確認。貧困撲滅は世界が直面
する最大の挑戦。ミレニアム開発目標（MDGs）の達成が重要。持続可能な開発に

おいて人間が中心であることを認識。すべてのリオ原則及び過去のコミットメントを
再確認。

過去２０年間の経済成長・多様化等により得られた機会を捉える必要を認識。
持続可能な開発の追求に関与する主体及びステークホールダーの多様化を認識。
国連総会における人間の安全保障の議論に留意。
GDPを補完する指標に関して、国連に対し、作業計画の立ち上げを要請。

総論
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グリーン
経済

異なるアプローチを確認し、持続可能な開発を達成する上でグリーン経済は重要
なツールと認識。
グリーン経済の実施がそれを追求する国による共通の取組と認識。
グリーン経済のツールボックスおよびベスト・プラクティスを各国と共有。
技術・イノベーションの重要性を確認。

制度的
枠組み

経済社会理事会（ＥＣＯＳＯＣ）を経済、社会、環境分野における主要な組織として
強化。持続可能な開発委員会（ＣＳＤ）に代わり、第６８回国連総会の開始（２０１３年
９月）までに第１回ハイレベル政治フォーラムを開催する。

国連環境計画（ＵＮＥＰ）強化・格上げ：普遍的メンバーシップ、資金強化、国連
フォーラム内での調整能力を強化する。具体的内容については第６７回国連総会
（２０１２年９月～）で決議を採択。 1



食料、水、エネルギー、海洋、気候変動、生物多様性、教育を始めとする２６の分野別
の取組について合意。
持続可能な都市については、３Ｒｓ（Reduce, Reuse, Recycle）、防災、資源効率性など
経済、社会、環境の面で価値を有する都市づくりの重要性に合意。

防災については、兵庫行動枠組みの重要性、防災政策の主流化、すべての関係者が
連携することの重要性等に合意。

行動的

枠組みと
フォロー
アップ
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ＳＤＧｓ
持続可能な開発目標（SDGs）：政府間交渉プロセスの立ち上げに合意。ＳＤＧｓは２０１５
年以降の国連開発アジェンダに整合的なものとして統合すべきことに合意。

実施手段

（資金） 国連総会の下に政府間プロセスを立ち上げ、「持続可能な開発ファイナンシン
グ戦略」に関する報告書を作成。2014年までに政府間委員会による作業を終え、報告書
を国連総会において検討する。

（技術） 関連する国連機関に対し、環境に配慮した技術の開発、移転等を促進する
メカニズムの選択肢を特定するよう要請。
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